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コーンスターチ由来の保水材

新発売

果樹類のカメムシ防除「大量発生しています！ご注意ください」

ドローン散布と通常散布(3月、6月はマシン油乳剤を農園様にて
散布)を併用した防除体系を組んでドローンは通年で6回防除を
行います。詳細については当社までお問い合わせください。
※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。

注文受付中！！

youtube動画

youtube動画

おすすめ防除薬剤

※ おすすめ農薬は2024年4月末現在での登録内容。実際に使用する際には、ラベル
をよく読み、使用方法と使用量を守ってください。
※ 合成ピレスロイド系殺虫剤やネオニコチノイド系殺虫剤は天敵類への影響も大き
く、連用するとハダニ類やカイガラムシ類が増加する恐れがあります。なるべく連用を
避けたうえで、散布後の発生状況をきめ細かく観察することが大切です。

5/16 ｶﾒﾑｼ大量発生ﾆｭｰｽ（KSB) 5/1 ｶﾒﾑｼ注意報（香川県）

果物に被害を及ぼす「果樹カメムシ」が関西を中心に大量発生しています。一般にカ
メムシの発生は隔年周期で今年は発生の多い「表年」。香川県では4月末の調査で平
年の94倍という発表もありました。（下記QRコードから確認ください）
作物が加害されないようしっかりと対策ください！！

果樹カメムシ類はスギやヒノキの毬果を餌に産卵・増殖しては、園地に飛来します。天
候やスギやヒノキの毬果の状況によって変わり、時期を特定することはできません。こ
のため、園地を巡回して目視でよく観察することと、自治体等の病害虫予察情報をチ
ェックすることが重要です。目視での観察は、果樹カメムシ類の活動が活発になる夕
方に園地の隅々まで行います。特に、前年8月以降にカメムシが多発した翌年は、越冬
成虫が多く、被害が拡大する傾向があるので、慎重に飛来状況を確認する必要があ
ります。飛来した果樹カメムシ類の雄が園地に定着すると集合フェロモンを放出して
同種の仲間を呼び寄せてしまうので、飛来を確認したら直ちに、出来たら密度がまだ
低いタイミングを狙うことが重要です。

ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

DJI農業用ドローン教習・整備場

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

大容量散布 最大24L/min
ビジョンセンサー搭載
3Dマップ構築可能

測量~散布まで一貫作業が可能

T25 / T50では散布ノズルにア
トマイザー方式を採用、円盤が回
転し、遠心力で液剤を飛ばすアト
マイザーは、液滴サイズを変更す
ることが可能です。T30標準ノズ
ルの場合最大吐出量が7.2L/分
であったのに対し、T25 / T50
では最大吐出量が24L/分と、3
倍以上の性能となりました。
これらの進化により、希釈倍率の
関係で散布が難しかった葉菜類
や果樹類での防除にも使用でき
るようになりました。

新登場
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〒761-0611
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病害防除剤

水田畦畔での上手な雑草対策には高い土壌処理効果を持つ
「カーメックス顆粒水和剤」をお試しください。雑草発生前に
使用することで45～60日間、一年生雑草を抑草できます

「カーメックス顆粒の水田畦畔向け上手な使い方
と注意点」に関するYoutubeリンクはコチラ　→

【注意】カーメックス顆粒水和剤の使用回数は1回です



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
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特にオススメの作物・場面
省力化推進のための育苗箱減少を
目的とした密播・密苗
結球・球根・地下茎肥大作物（いも・
たまねぎ・結球野菜・にんにく等）
ストレスを受けやすい長期取り作物
（イチゴ・トマト・なす・きゅうり等）
成り疲れ対策にも効果抜群

喜多社長のフィロソフィ日記「社長塾」先日、顧問税理士が決算報告のため来社、２３年度決算がようやく終了。昨年度は厳しい結果
となったが、今年度は心機一転結果が出せる一年となるよう従業員達と尽力して行く。
さて、今年度から新たな社内勉強会「社長塾」をスタート、業務遂行に必要な能力はカッツ理論では「概念化能力」、「対人能力」、「専門能
力」と大きく３つに大別されるが、「対人能力」と「専門能力（特にパソコンスキル）」に特化した取り組みにしていこうと考える。「対人能力」
の向上には「稲盛和夫 明日からすぐ役立つ15の言葉」を用い、全員で輪読、感想を話し合うことで仕事にどう向き合えば周囲と円滑にな
り結果も生まれやすいかを考え直して貰う取り組みにしていく。この本は故・稲盛和夫氏の「側近中の側近」と言われ直接薫陶を受けた大
田嘉仁氏の著書、「現場で仕事をしている働き盛りの人」に向けて書かれているため従業員たちも受け止めやすいのではと思っている
。「専門能力（パソコンスキル）」については、EXCELやSalesforceを主体に学ぶ場にし、使い方を覚えれば圧倒的に時短可能なピポット
テーブル、関数などを仕事で活用してもらうことで全体の生産性向上に繋げていく。通常の様々な業務がある中でこのようなスキル向
上の時間を取ることに悩みもあるが長い目で見ると底上げになっていくものと思い取り組んでいく。
５月に開催した２回目の「社長塾」後には社内イベントとして「ボーリング大会」が行われた。10年以上振りのボーリングで腕と腰が痛く
なったが楽しい懇親の場であった。まずは第1四半期の計画達成に向け従業員達と一丸となり邁進していく。

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等で使用できます


